
昨年秋頃、マルシェやデモで出会った人を
通して、大阪入国管理局前でやっている抗議
行動の事を知った。今、入管収容者への人権
侵害が問題になっている。入管はそもそも懲
罰や制裁を科すところでなく入管法での収
容の位置付けは「退去強制を受ける者を直ち
に送還できない時、送還可能の時まで収容す
るところ」となっている。

大阪入管に収容されている人は、難民申請
者や日本に家族がいて帰国できない等、帰れ
ば命がどうなるか解らない人、日本で暮らさ
ないと生きていけない人も多いと聞く。こう
した人を 2 年以上も長期収容するのは在留
の意思をくじき、帰国へ追い込む意図もある
のではとの見方もあるようだ。いつ出られる
か解らないままずっと拘禁し続けているの
だ。

また、大阪入管では、職員による制圧で右
腕を骨折させたり、大阪府北部地震のあった
時、6 人部屋に 17 人も閉じ込め鍵をかけて
ドアの前に畳を積んで監禁したり、胃腸結合
部に穴が開いて入院し退院まで点滴とおか
ゆだった人に、医師から油分の強い食事を避
ける指示があったにも関わらず油分の強い
肉料理を出し食事の交換要求を拒否したり、
食事に生きたムカデが混入していた等、数々
の事案が報告されている。

歯科医師の野瀬博之さんから教えて頂い
た話では、歯痛を訴えた在日 3 世青年の S
さんが、入管から紹介された歯科で充分な説
明も受けず、歯を９本同時に抜かれた。激痛

で手足を動かすと押さえつけ拘束し強
行されたとの事。野瀬さんは 9 本同時
はあり得ない、レントゲンでは痛みの
原因となった 2 本すら保存の可能性
があったのに『入管事情を考慮して』9
本も抜歯された事、麻酔も抜歯 1 本で
基本 1 本必要なのに使用は 2 本のみ
で激痛を与えた事等の問題点を指摘、
非人道的な行為と説明して下さった。現在 S
さんは歯科を提訴、この原稿の締切後の 4 月
22 日に公判が予定されている。『入管事情』
とは具体的にどんな指示があったのか、裁判
で明らかになってほしい。S さんが一刻も早
く恐怖から癒される事を願わずにいられな
い。

今年 2 月、初めて大阪入管前抗議に参加し
た。夜、大阪港近くに建つ入管周辺は暗く、人
影まばらで港の風が強く吹いている。携帯カ
イロがないと冷え込む寒さだ。抗議の人たち
を探すと正面にすぐ人の集まりが見えた。み
んなと同じところに立ち入管建物を正面か
ら眺める。暗闇の中に所々窓の電気が点いて
いる。抗議を行う有志の『Save Immigrants
Osaka』の人がメガホンで呼びかける。「何
か伝えたい事はありますかー？」「日本に来
てくれてありがとうー！みなさんに辛い
日々を過ごさせてしまって申し訳ない気持
ちでいますー！」「みなさんの声はこちらま
で届いていますー！」メガホンの人は入管職
員にも呼びかける。「大阪入管に収容されて
いる人も大阪入管で働いている人も、同じ人

間のはずですー！」その後みんなで
声を出してコールした。「大阪入管
人権守れ！」

建物の左右から中央から、1 人 1
人、たくさんの収容者の叫び声が聞
こえて来る。「あーりーがーとー！」
抗議の事を知ってお礼の言葉を伝
えてくれる。「あーーーーーーーー
ーー！！」と長い長い女性の叫び声
も聞こえる。「また来てー下さい
ー！」向こう側、窓の中からたくさ
んの声が聞こえて来る。泣けて来
た。抗議参加者もみんな口々に叫ん

でいた。こっち側と向こう側の長い距離を。
「また来ますよー！」と。

抗議に参加する前にも幾つか情報は把握し
ていた。だけど実際ここへ立つとリアルにこ
んなにたくさんの人がこの窓の 1 つ 1 つに
人権を侵害されながら閉じ込められている
と解った。私はこの問題を昨年まで知らなか
った。入管での人権侵害は他地域でも同時多
発的にあり、東京入管では 3 月、クルド人男
性が体調不良で病院に連れて行ってほしい
と要請したのに家族が呼んだ救急車を帰ら
せ男性を死亡させている。

日々の業務で差別が積み重ねられ人が人で
なくなっていくような職場とはどんなとこ
ろなのか。抗議の声は働く人たちに届いてい
るのだろうか。この叫びに、抗議の声に、我
に返ってくれる人はいるのだろうか。また抗
議行動に参加しようと思う。あの闇の中で叫
ぶ人たちの声を、聞かなかった事にしてはい
けない。

※『Save Immigrants Osaka』では定期的
な抗議のスタンディングア
クションを行っておられま
す。参加できる方はぜひ一
緒に抗議を。差し入れも求
めておられます。

facebook=http://qq2q.biz/VWB4 ↑

twitter=http://qq2q.biz/MH5v ↓

【必要な差し入れ】
石鹸、シャンプー、歯ブラシ、
歯磨き粉、洗濯用洗剤、ボー
ルペン、ノート、単三電池、ミ
ニメール(郵便書簡)、洋書(小
説)、CD ウォークマン(ラジオ・録音機能の
ないもの)、CD
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